
コ
マ
ツ
ユ
ニ
オ
ン
北
陸
支
部
の
成
り
立
ち

と
組
合
員
数
、
役
員
体
制
な
ど
に
つ
い
て
。

本
田

コ
マ
ツ
ユ
ニ
オ
ン
は
昭
和
21
年
（
１
９
４
６

年
）
５
月
に
結
成
さ
れ
、
昨
年
結
成
60
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
現
在
、
東
京
の
コ
マ
ツ
本
社
に
コ
マ
ツ
ユ

ニ
オ
ン
本
部
が
あ
り
、
北
陸
支
部
は
石
川
地
区
３
工

場
（
粟
津
、
小
松
、
金
沢
）
の
組
合
員
で
構
成
し
て

い
ま
す
。
成
り
立
ち
と
し
て
は
、

昭
和
21
年
▼
粟
津
支
部
と
小
松
支
部
が
ほ
ぼ
同
時
期

に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

平
成
５
年
▼
コ
マ
ツ
ユ
ニ
オ
ン
単
組
と
し
て
の
組
織

改
革
が
あ
り
、
近
隣
支
部
で
あ
っ
た
粟
津
・
小
松
の

２
支
部
が
統
合
さ
れ
、
名
称
も
「
石
川
支
部
」
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
12
年
▼
単
組
の
組
織
改
革
は
更
に
進
み
、
富
山

支
部
（
当
事
の
氷
見
工
場：

富
山
県
氷
見
市
）
を
富

山
ブ
ロ
ッ
ク
に
名
称
変
更
し
、
石
川
支
部
と
統
合
し

て
「
北
陸
支
部
」
に
名
称
を
改
め
ま
し
た
。

平
成
14
年
▼
コ
マ
ツ
グ
ル
ー
プ
の
企
業
経
営
強
化
を

狙
い
と
し
た
経
営
構
造
改
革
に
よ
り
、
氷
見
工
場

（
鋳
造
部
門
）
が
分
社
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、「
富

山
ブ
ロ
ッ
ク
」
が
北
陸
支
部
か
ら
分
離
し
て
単
組
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
際
「
石
川
支
部
」
に
名
称
を
戻

す
こ
と
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
名
称
を
変
え
て
間
も

な
い
こ
と
も
あ
り
、
現
在
も
「
北
陸
支
部
」
の
名
称

を
使
っ
て
い
ま
す
。

現
在
北
陸
支
部
の
組
織
人
員
は
約
２
０
０
０
人

で
、
組
合
役
員
は
委
員
長
・
副
委
員
長
・
書
記
長
各

１
名
と
書
記
３
名
、
会
計
監
査
２
名
と
執
行
委
員
12

名
お
よ
び
支
部
代
議
員
77
名
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

支
部
と
し
て
は
、
最
低
月
１
回
の
支
部
執
行
委
員

会
と
支
部
委
員
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
支

部
執
行
委
員
が
中
心
と
な
り
、
職
場
委
員
会
を
必
ず

月
に
一
回
は
開
催
し
、
職
場
に
お
け
る
課
題
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

コ
マ
ツ
ユ
ニ
オ
ン
北
陸
支
部
の
主
な
活
動
の
特
徴

に
つ
い
て
。

本
田

組
合
の
主
催
す
る
主
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

１
月
の
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ
、
５
月
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
、
７
月
頃
に
バ
ス
ツ
ア
ー
（
昨
年
は
野
球
観
戦
ツ

ア
ー
を
企
画
）
を
実
施
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
家
族

参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
労
使

共
催
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
８
月
に
は
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
タ
（
工
場
開
放
デ
ー
）、
平
成
17
年
の
10
月
に

運
動
会
を
復
活
（
16
年
振
り
）
さ
せ
、
昼
夜
二
勤
の

シ
フ
ト
勤
務
の
中
で
、
従
業
員
の
半
数
が
参
加
し
ま

し
た
。（
今
年
も
開
催
予
定
）

【
季
節
で
の
主
な
組
合
イ
ベ
ン
ト
】

◎
春
　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
近
年
は
、
動
物
園
開

放
デ
ー
な
ど
も
設
定
）

◎
夏
　
バ
ス
ツ
ア
ー
、
＊
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

◎
秋
　
＊
石
川
地
区
運
動
会

◎
冬
　
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ

（
＊
印
は
、
会
社
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
が
、
ユ
ニ
オ
ン

と
し
て
主
旨
に
賛
同
し
協
力
）

コ
マ
ツ
ユ
ニ
オ
ン
北
陸
支
部
の
主
な
活
動
の
特
徴

に
つ
い
て
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

本
田

コ
マ
ツ
ユ
ニ
オ
ン
は
２
０
０
６
年
に
結
成

60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
２
０
０
５
年
に
組
合
員

の
意
識
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
組
合
員
の
ユ
ニ
オ

ン
に
対
す
る
意
識
と
し
て
は
「
必
要
性
は
認
め
て
い

る
も
の
の
、
積
極
的
に
関
わ
り
合
い
た
い
と
は
思
っ
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●
コ
マ
ツ
ユ
ニ
オ
ン
北
陸
支
部
／
執
行

委
員
長

本
田
茂
人

ほ
ん
だ
・
し
げ
と

《
会
社
歴
》
91
年
、
小
松
製
作
所
入
社
。
92

年
10
月
、
製
造
部
に
配
属
、
ス
タ
ッ
フ
業
務

に
従
事
。
00
年
10
月
〜
、
組
合
専
従
で
休
職

中
。
《
組
合
専
従
歴
》
01
年
〜
02
年
、
北
陸

支
部
書
記
長
。
03
年
〜
06
年
北
陸
支
部
執
行

委
員
長
。
07
年
〜
、
同
上
　
現
在
に
至
る

（
支
部
執
行
委
員
長
３
期
目
）（
組
合
年
度
で

表
示
、
10
月
、
役
員
改
選
）。

ウォークラリー運動会スノーフェスタ

◎
組
合
訪
問
記
「
コ
マ
ツ
ユ
ニ
オ
ン
北
陸
支
部
」

組組
合合
員員
のの
””
安安
心心
のの
源源
““
がが
組組
合合
のの
役役
割割



て
い
な
い
。
ま
た
、
受
け
身
の
姿
勢
が
強
く
、
お
客

様
化
が
進
行
し
て
い
る
」
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
員
は
「
能
力
開
発
支
援
」、「
安
全
衛

生
に
関
す
る
取
り
組
み
」、「
人
と
の
つ
な
が
り
に
関

す
る
取
り
組
み
」
な
ど
に
関
心
が
高
い
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

こ
の
意
識
調
査
結
果
を
受
け
、
コ
マ
ツ
ユ
ニ
オ
ン

で
は
２
０
０
６
年
（
結
成
60
周
年
）
を
新
た
な
10
年

の
運
動
の
出
発
点
と
と
ら
え
、
活
動
大
方
針
を
決
定

し
ま
し
た
。

（

）
内
は
キ
ー
ワ
ー
ド

（1）
組
合
員
・
職
場
・
組
織
の
ト
ー
タ
ル
・
セ
ー
フ
テ

ィ
（
安
心
・
安
全
）

（2）

組
合
員
・
職

場
・
組
織
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ア

ッ
プ
（
や
り
が

い
・
働
き
が
い
）

（3）

組
合
員
・
職

場
・
組
織
の
グ
ル

ー
プ
・
ワ
イ
ド

（
連
携
・
連
帯
）

具
体
的
に
は
、

老
後
設
計
支
援
や

能
力
開
発
支
援
な

ど
の
「
教
育
支
援
」

や
、
安
全
衛
生
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

の
実
施
を
は
じ
め
、

組
合
員
の
関
心
事

項
に
つ
い
て
今
後

10
年
計
画
で
積
極
的

な
運
動
に
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

社
会
貢
献
活
動
の
面
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と

は
？

本
田

地
域
の
清
掃
活
動
や
福
祉
施
設
訪
問
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
一
時
金
支
給
時
の
募
金
活
動
も
行
っ
て
お

り
、
福
祉
施
設
な
ど
に
寄
贈
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
青
年
女
性
部
を
は
じ
め
、

様
々
な
層
で
自
主
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
支
部
と
し
て
抱
え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う
と

さ
れ
て
い
る
か
？

本
田

総
実
労
働
時
間
の
短
縮
、
福
利
厚
生
の
充

実
、
人
材
の
育
成
・
教
育
の
充
実
の
３
点
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
力
を
注
い
で
い

る
事
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
の

「
総
実
労
働
時
間
の
短
縮
」
と
、
災
害
の
な
い
職
場

作
り
を
目
指
し
た
「
安
全
衛
生
の
対
策
」
で
す
。

「
総
実
労
働
時
間
の
短
縮
」
を
き
ち
ん
と
や
っ
て

い
か
な
い
と
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
真
の
ゆ
と
り
・

豊
か
さ
を
実
現
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
安
全
で
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
職
場
づ
く
り
と
い
う
面
で
、
こ
の
２
本
を
柱
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
実
労
働
時
間
の
短
縮
へ
の
取
り
組
み
は
具
体
的

に
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
？

本
田

弊
社
の
場
合
、
有
給
休
暇
の
消
化
率
が
あ

ま
り
高
く
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。

所
定
労
働
時
間
が
１
８
９
６
時
間
、
時
間
外
労
働

時
間
が
年
間
平
均
約
４
０
０
時
間
程
度
あ
る
た
め
、

実
労
働
時
間
は
約
２
３
０
０
時
間
に
な
っ
て
い
ま

す
。
有
給
休
暇
取
得
日
数
が
平
均
10
〜
11
日
で
す
の

で
、
差
し
引
い
て
も
総
実
労
働
時
間
は
約
２
２
０
０

時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

総
労
働
時
間
が
少
し
長
す
ぎ
る
こ
と
は
労
使
で
認

識
し
て
お
り
、
３
年
間
後
に
は
「
総
実
労
働
時
間
の

10
％
低
減
」
を
目
標
に
、
今
年
度
か
ら
活
動
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
は
操
業
度
を
平
準
化
さ
せ
、

時
間
外
労
働
時
間
を
安
定
化
さ
せ
な
い
と
実
現
で
き

な
い
数
字
で
す
。

こ
こ
５
〜
６
年
で
、
北
陸
支
部
で
の
生
産
量
が
３

〜
４
倍
に
拡
大
し
て
い
る
た
め
、
時
間
外
も
そ
の
分

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
投
資
に
よ
る
生
産
能
力
向

上
」、「
採
用
人
員
増
に
よ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
増
加
」

を
実
施
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
た
め
、
時
短
の
推
進

は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
す
。
良
い
面
で
も
あ
り
強

い
面
で
も
あ
り
ま
す
が
、
北
陸
支
部
の
組
合
員
は
粘

り
強
く
、
黙
々
と
働
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。
も
の
づ

く
り
に
合
っ
た
県
民
性
が
あ
り
、
も
の
づ
く
り
に
喜

び
を
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う

人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
ま

で
も
こ
の
よ
う
な
長
時
間
労
働
を
続
け
て
い
く
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。

本
田
委
員
長
に
と
っ
て
の
労
働
組
合
の
役
割
と
は

何
で
す
か
？

本
田

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
一
番
後
ろ
で
、
皆
さ

ん
が
困
ら
な
い
よ
う
に
、
ど
ん
と
か
ま
え
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
活
き

活
き
と
頑
張
れ
る
よ
う
に
、
い
つ
も
一
番
後
ろ
で
、

何
か
あ
っ
た
ら
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
あ
げ
ら
れ

る
、
そ
ん
な
「
安
心
の
源
」
が
組
合
の
役
割
だ
と
思

い
ま
す
。

（
文
責
＝
編
集
部
）
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